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安全・信頼・満足

1.患者様の立場を尊重し、自立と社会復帰を

支援します

2.仕事に使命感を持ち、業務の改善に努めます

3.他部門と連携してチーム医療を遂行します

4.地域社会から愛される医療機関を目指します

雄仁会 基本方針

私達は患者様に安全な医療を提供します

私達は患者様に信頼される医療を提供します

私達は患者様に満足される医療を提供します

雄仁会 基本理念
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御 挨 拶

医療法人 雄仁会

理事長 加藤一郎
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加藤病院 ・ 岡の苑で地元の医療福祉に貢献させていただいている

医療法人雄仁会は、平成20年4月に認知症対応の地域密着型サービス

施設「和の郷」（わのさと）を新規オープンいたしました。

高齢化、核家族化がすすみ、病気で入院するほどではないが自立生

活には不安のある認知症の方が増え、こうした方々に長年住み慣れた

地域で、ゆったりと安心して過ごすための施設が望まれています。

グループホームは家庭的な雰囲気の中で、自宅での生活に近い暮ら

しができるように、排泄・食事など日常生活のお世話をし、症状の進行を

抑えるための支援をします。

また、デイサービスは、ご自宅への送迎で来所していただき、健康状

態の把握、入浴、食事、機能訓練、レクレーション等のサービスを行って

お過ごしいただきます。

「和の郷」は、ご利用者にもご家族の皆様にも、安心して快適な毎日を、

お過ごしいただける施設をめざしています。

いずれも介護保険が適用されます。

お気軽にご相談、お問い合わせください。
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・認知症で介護認定を受け自宅での生活が困難な方

・おおむね身辺自立ができ、共同生活ができる方

・医療機関において常時治療をする必要のない方

入居対象者

・入居者が家庭的な雰囲気の中で自宅

での生活に近い暮らしができるよう、

日常生活のお世話をし、症状の進行を

抑えるための支援をいたします。

サービス内容

・ 布団・衣服・その他身の回りの品

※テレビの持ち込みも可能です

入居時にお持ちいただく物

認知症対応型グループホーム 和の郷

・認知症で要支援、要介護認定を

受けている方

利用対象者

・利 用 日 月曜日～土曜日 （祝日も利用可能です）

・利用時間 ９時３０分～１５時４０分

利用日及び時間

・送迎
・健康チェック

体温、血圧、脈拍を測り、日々の健康状態を把握します。必要に応じて医師と相談
できます。

・入浴 ・ 食事（昼食） ・ 機能訓練 ●認知療法 ●ﾚｸﾚｰｼｮﾝ ●運動療法
・余暇時間

カラオケ、マッサージチェアー、ティータイムなどにより気分転換を図ることができます。
・季節の行事

季節に合わせた行事を、毎月1回程度行います（夏祭り、クリスマス会など）
・相談援助

サービス内容

認知症対応型デイサービスセンター和の郷

・全室個室 （コール付き）13.5㎡ （8畳）

冷暖房完備・台所及び食堂

ベット・押し入れ・居間・風呂

トイレ（4カ所）

居室設備内容
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わ さと

グループホーム・居室

グループホーム・食堂

グループホーム・居間

キッチンデイサービスホール
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精神科デイナイトケア

デイナイトケア・玄関

デイケア室 デイケア室 デイケア・相談室

新しい環境ですが、これまで通り参加した皆様が楽しめるデイケアを目指してハー

ド面、ソフト面ともに充実を図っていきたいと思います。

共同住居「しらゆりの里」は退院から社会復帰への第一歩を踏み出すための援助

をおこなっていく施設として運営を開始いたしました。入居者の皆さんは退院してま

だ間もないですが、少しずつ生活リズムが整いつつあるようです。今後とも地域の

人たちのご協力、ご理解を得ながらこのような施設を利用し、社会復帰への道のり

を進んでいただきたいと思います。

当院では平成２０年５月より大規模デイナイトケア

及び共同住居「しらゆりの里」の運営を開始いたしま

した。

大規模デイナイトケアでは定員がこれまでの２倍、

40名まで対応できるようになり、以前のデイケアルー

ムとは比較にならないほどの空間を参加メンバーの

皆様へ提供することができるようになりました。

精神科デイナイトケア

看護師長 加藤百合子
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しらゆりの里

しらゆりの里・全景

しらゆりの里・居室 しらゆりの里・食堂

しらゆりの里・玄関
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平成19年12月22日（土）に「クリスマス・忘年会」

を行いました。まず、昼食はオードブル形式（バイ

キング）とし雰囲気を盛り込みました。クリスマス

会では、上肢運動を取り入れた○×ゲーム、指

の運動を取り入れたプレゼント交換、そして歌詞

を朗読してから歌って頂いた合唱などなどリハビ

リに主点を置いてプログラムを構成しました。

通所リハビリ担当

佐藤陽介

日頃ググループワークに参加されてない利用者も、この日は全員参加して頂き、とても良い笑顔を

見せていただきました。た、雨の中わざわざお越しいただいた御家族もゲームに参加されともに、

楽しいひとときを過ごしていただけたかなと思います。色々と反省点はありましたが、今後につなげ

てよりよい通所リハビリでありたいと思いますので、どうぞ今後ともよろしくご協力の程お願いいた

します。

「通所リハビリ クリスマス・忘年会」

岡の苑行事

平成19年12月23日に岡の苑療養棟のクリスマス会が行われました。今

回は初の試みとして日曜日に一階フロアを利用して実施しました。入所

の方はほぼ全員、ご家族様も約２０家族の方が参加されました。内容は、

入所の皆さんがクリスマスケーキをご家族や職員と一緒に手作りし、試

食会を行いました。その後、全員でゲームして交流を図るなど楽しい一日

を過ごしました。今後もこのような行事を多く取り入れ、入所の方やご家

族様に楽しみの機会を提供していきたいと思います。

1月23日に竹田南高校生の２・３年生が来苑され

太鼓の演奏をして下さいました。迫力のある太

鼓の演奏はとても素晴らしかったです。交流会

では、高校生の逆立ちも目の前で見ることが出

来、皆さん拍手大喝采でした。若いパワーをもら

い明日からのリハビリの源になったのではない

でしょうか。南高校生の皆さんありがとうござい

ました。

1月15日から21日の1週間にかけて、扇森稲荷

神社へ初詣にいきました。昔はあの209段の階

段を登るのが大変でしたが、今では境内の横

まで車が入ります。車椅子の方もお参りができ

とても便利になりました。初日はあいにくの雨

でしたが、たくさんの方が参加されました。皆さ

んは、どんなお願い事をされましたか？今年も

また、良い年になりますようにスタッフ一同願っ

ています。

通所リハビリ担当

加藤佳奈子

通所リハビリ担当

山本 茂

「療養棟 クリスマス会」

「通所リハビリ初詣」

「竹田南高校来苑」

入所担当

武藤弓子
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病院行事

スタッフの協力の中 約100名の患者様が参加されました。

また、抽選会では手にした抽選券をじっと見つめ、読み上げられる抽選番号に聞き耳を立て、集

中力と緊張感を味わっていただきました。

極々普通の小さな行事ではありますが、病と闘う入院生活の中で失われていった、喜怒哀楽や

感情の表出 更にはコミュニケーション能力…等々の再獲得を目指し、人前でカラオケを歌うこと

は大きな自信の獲得となり、共通の行事を体験することで人と人とのコミュニケーションがうまれ、

かくし芸でのスタッフはモデルの役割を果たし患者様のモチベーションを高めるなど、小さな行事

の中にも大きな効果が期待できるものだと確信しています。

上記を踏まえ、今年も患者様が十分楽しんでいただけるイベント行事に、取り組んで行きたいも

だと思います。

昨年は、1月4日に開催した「新春お楽しみ

会」 今年は、年末年始にかけて外泊されて

いる患者様も参加できるように…の理由から9
日に実施いたしました。

患者様とスタッフによるカラオケ大会、スタッ

フによるかくし芸の披露 そして、毎年恒例に

なりました抽選会というプログラムに、病棟

加藤病院OTR
高木範雄

「新春お楽しみ会」

平成１９年１２月２１日に、多目的ホールで

「午前の部」・「午後の部」と２部構成の「ク

リスマス会」が実施されました。

まず、「午前の部」では、患者様の「コーラ

ス部」が日頃の練習の成果を発表し、「ク

リスマス・冬」の雰囲気を「唄」として表現し

ました。また、今回はOTスタッフと患者様
による「演劇（遠山の金さん）」にも取り組みました。そこでは、患者様と職員が互いに助

け合い・励まし合いながら練習を積み重ねたことにより、素晴らしい公演で終えることが

出来ました。

さて、「午後の部」では、デイ・ナイト・ケアの利用者様による「トーンチャイム」の演奏や雄

仁祭でも活躍した職員の方々による踊り（よさこいソーランなど）、患者様の日本舞踊が

行われました。そして、最後に雄仁会職員による「雄仁太鼓」の演奏が行われ、ホールに

響き渡る音の迫力が全体を締め括るには相応しいものとなりました。

今回、好評であった「演劇」など互いに協力して達成感が得られる行事をもっと増やして

いければと思います。

「クリスマス演芸会」

加藤病院OTR
近藤修司

１月恒例の初詣を今年も実施いたしました。

場所は、熊本県阿蘇市にある阿蘇神社です。

雨天の為２度も延期になる病棟もありました

が、患者様は初詣を心待ちにしている様子で

した。
１月という事もあり、気温も０℃、－１℃という寒い中での初詣となりましたが患者様は寒さに負け

ず活き活きとされ、真剣に参拝している姿がとても印象的でした。行き帰りのバスの中では、患者

様の会話も弾まれ、おみくじに書かれていた事を互いに話すなど楽しい時間を持つ事が出来たの

ではないかと思います。遠出する機会が少ない患者様にとっては、今回の初詣は気分転換を図り

季節感を感じる良い機会になったのではないでしょうか。

「初詣」

加藤病院OTR
柿木ひとみ
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新 人 職 員 紹 介

精神科での仕事は初めてで、不安や緊張は多々あり

ますが、患者様やスタッフの方と良い関係が築けるよう

頑張ります。

看護師

野尻裕子

「人生後半のスタート」としてヘルパーの仕事を選びま

した。今はその大変さ、時間の使い方と葛藤している毎

日です。しかし、喜びや感動もあり、それを幸せに感じ

て頑張っています。
ヘルパー

小原ケイコ

どちらかといえばインドア派なので趣味は読書や映画

鑑賞です。邦画よりは洋画をよく観ます。まだ分からな

い事が多く、ご迷惑をおかけする事が多いと思います

が、ご指導の程よろしくお願いします。
事務員

矢野麻美

以前学校給食で働いていましたが、同じ調理でも病

院は個別メニューもあり、とても大変です。早く仕事を覚

え、皆様に美味しい給食を食べてもらえるように頑張り

ますので、よろしくお願いします。
調理員

成松陽子

はじめまして、斉藤都と申します。

薬剤師として15年間、病院、メーカー、調剤薬局を経

験し、今年2月より加藤病院薬剤課に入局しました。

コメディカルの一員として、患者様、地域の方々に少し

でも貢献できたらと考えています。どうぞ宜しくお願い

致します。

薬剤師

斉藤 都
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これらの講演の中、「栄養ケア・マネジメントの理解と推進」というテーマでシン

ポジウムが行われ、今回、シンポジストとして参加させていただきました。栄養

ケア・マネジメントは、「食」のサービスの質を向上させる目的で取り組みが開始

となり、当施設でも平成17年10月より導入しています。管理栄養士を中心に多

職種が協働し取り組むことが大切です。その中で言語聴覚士は、摂食・嚥下動

作をスムーズにする為に重要な役割を担っています。栄養ケア・マネジメントの

導入により、多職種の栄養面に対する認識が高まり、利用者様の低栄養・褥

瘡・ADLの改善がみられています。今後とも、利用者様が楽しく安全な食事を行

うために栄養ケア・マネジメントの体制を強化していく必要があります。利用者

様が「食べる喜び」を持てる体制作りに、言語聴覚士としての専門的立場から

協力していきたいと思います。

2月10日（日）、大分県老人保健施設大

会が別府市のビーコンプラザにて行われ

ました。内容は「看護・介護職員のメンタ

ルヘルス」「高齢者施設での感染対策」

「認知症の方の脳活性化リハビリテーショ

ン」などの講演があり、参考になる点が多

くありました。

言語聴覚士

佐藤 芙未映
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当院副院長甲斐清隆医師による『うつ病を正しく理解するために』と題

しての連載第7回目最終回です。

『うつ病』は最近よくTVや新聞報道でも取り上げられている、とても身近

な心の病です。

うつ病を正しく理解するために 第７回

副院長 甲斐清隆

今回は、うつ病予防のための１０か条をご紹介します。
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電話相談
訓練を受けた相談員による

相談・専門機関への紹介を

行っています。

心のケア 情報提供

直接支援
必要に応じて・・・・

直接御自宅に相談に伺います

関係機関と連携をとり問題解決

へと導きます

面接相談
訓練を受けた相談員による相談・

必要に応じて専門の医師につなぎ

ます。

情報提供カウンセリング

たとえば・・・・・

・眠れない、心が晴れない、

イライラする、不安である

ストレスがある等

心の病でお困りの方

・家族の方が引きこもっている

昼夜逆転がある等でお困りの方

・障害をお持ちの方で生活支援を

希望される方

ご相談下さい！

相談は無料です
秘密は厳守いたします

竹田市 心の相談支援事業所の紹介

相談受付時間

月～金 9時～17時
（祝祭日、年末年始はお休みです）

相談内容
・病院受診に関する相談

・入院に関する相談

・医療費に関する相談

・自立支援に関する相談

・地域生活に関する相談

・グループホームの利用相談

・ヘルパー利用の相談

・就業に関する相談

・収入に関する相談

・年金に関する相談

・その他の相談

（専用）TEL ０９７４－６３－３３４６

専門相談員

岑 浩



月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
心療内科
精神科
内科 ○ ○ ○ ○ ○ ×

皮膚科 × ○午後 × × × ×

診　療　案　内

○午前○○○○○

加藤病院
診療科目

◇心療内科

（ストレス病・うつ病・不眠症）

◇精神科

◇内科

◇皮膚科（火曜日 午後3時～）

介護老人保健施設 岡の苑

サービス内容

◇通所リハビリテーション

◇入所・短期入所

◇認知症専門棟

通所時間

午前9時20分～午後4時

（日曜日は休み）

面会時間 午前8時～午後7時

医療法人 雄仁会

診療時間 午前9時～午後５時

（日曜日・祝日は休診）

面会時間 午前9時～午後7時
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ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ yuujinkai＠lime.ocn.ne.jp

HPｱﾄﾞﾚｽ http://www16.ocn.ne.jp/~yuujin/

TEL ０９７４－６３－２３３８

Fax ０９７４－６３－２３３９

〒878‐0013 大分県竹田市竹田１８５５

◇もの忘れに関する健康相談

◇精神科デイ・ナイト・ケア

◇精神科訪問看護

◇共同住居 しらゆりの里

◇訪問介護ステーション

◇訪問リハビリテーション

◇指定居宅介護支援事業所

認知症対応型施設 和の郷

◇グループホーム ◇デイサービースセンター

通所時間

午前9時30分～午後3時40分
（日曜日は休み）

℡ 0974‐63‐0225

℡ 0974‐63‐3837

加藤病院

岡の苑

和の郷

わ さと


